





















を与えたといえるが、同時にいくつかの批判も受けている（Kanter, Stein, and Jick, 1992；
Sonenshein, 2010；山岡 , 2006）。たとえば、３段階のモデルでは組織変革がステップ通り
（順序通り）に行われることを想定しているが、必ずしも組織変革はステップ通りに行われ
















た（Feldman and Pentland, 2003；大月 , 2004）。それに対し、近年の研究においては組織ル
ーティンの内生的な（endogenous）変化が議論されている（Howard-Grenville, 2005；
Pentland, Haerem, and Hillson, 2011）。また、組織ルーティンの内生的な変化が組織慣性を減



























（1988）や Hinings and Greenwood（1988）では、個々の構成要素でなく、組織全体に注目し
て組織変革や組織慣性の議論がされている。同様に、断続的均衡モデルにおいても、組織慣









いる。Jansen（2004：276-277）は、Hannan and Freeman（1984）の構造的慣性（structural 











































































組織ルーティンは Stene（1940）によって導入された概念といわれ（Feldman and 
Pentland, 2003：94）、経営学・組織論において古くからある概念の一つである。しかし、こ



















（Feldman and Pentland, 2003：104）。最後に、本論文では組織ルーティンを行動のパターン
でなく行為のパターンとする。なぜなら、「行為」は「行動」に比べ意向を含むためである












































2005；Pentland, Haerem, and Hillson, 2011）。組織ルーティンの内生的な変化を論じる観点に
対して定まった名称はないものの、一部の研究においてはルーティン・ダイナミクスの観点
と呼ばれている（Feldman and Pentland, 2008）。
この観点は、①組織ルーティンをブラックボックスとして扱わず、組織ルーティンの内部
に注目する、②いかに組織ルーティンが安定性や変化を達成できるかに注目するという特徴














ーティンの内生的な変化が論じられている（Feldman, 2000；Feldman and Pentland, 2003；
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